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り、また大腸癌細胞株の培養上清を用いた migration assay にて好中球が
CXCL1/8-CXCR2 axisを介してSMAD4陰性大腸癌へ遊走することが明らかとなった。
さらに SMAD4 陰性大腸癌細胞株の培養上清で好中球を共培養してのちにケモカイン・










に悪い傾向にあること(P = 0.07, P = 0.08)、が明らかとなった。一方、CXCL1について
はそのような予後との関連は確認されなかった。 
大腸癌では、SMAD4欠損により大腸癌細胞より CXCL1、CXCL8の発現が誘導され、
















にて CXCL1/8-CXCR2 axisが好中球の遊走に関与し、また好中球自身からも CXCL1
や CXCL8が大量に発現誘導されることを見出した。臨床検体を用いた検討では、
腫瘍に浸潤している好中球は CXCL1、CXCL8 の発現に加え、MMP2/9 や免疫抑制
酵素（ARG1、IDO）を発現していた。さらに術前血清を用いた ELISAの検討では、







  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、令和元年 11月 1日実施の論文内容とそれに関連した試
問を受け、合格と認められたものである。 
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